
戸籍氏名に外字を使用している場合の氏名表記について（お願い）  

東京弁護士会

 新規に入会する場合の氏名表記について、戸籍氏名に旧字・異字体・俗字・

略字等（外字）を使用している場合は、特にお申し出のない場合は、裏面のと

おりの取り扱いとすることと致します。

 裏面の取り扱いと異なる取り扱いを希望される場合は、入会申込書類ととも

に下記回答書をご提出ください。ただし、ご希望にそえない場合もありますの

で、ご了承ください。

 なお、この書面でご回答いただければ日弁連審査一課へのご連絡は不要です。

回 答 書

通常、氏名に外字・俗事などが含まれる場合、日弁連ウェブサイト・身分証

明書・会員名簿等においては、当該文字は正字で表記されますが、お申出があ

った場合には、全ての表記を外字で統一することができます。

つきましては、身分証明書等の表記を正字・外字のどちらとするか、ご希望

をお知らせください。

□ 外字を希望します。

                 年    月    日

氏 名

該当する文字



氏名に外字を使用している場合の表記について（お願い） 

日本弁護士連合会事務総長 

弁護士法第８条に定める弁護士名簿に記載する弁護士の氏名の表記は，戸籍又は外国人

住民に係る住民票記載の文字を用いています。また，外国弁護士による法律事務の取扱い

に関する特別措置法第２４条第１項に規定する外国法事務弁護士名簿に記載する外国法事

務弁護士の氏名の表記は，法務省発行の承認通知書記載の文字を用いています。

戸籍，外国人住民に係る住民票又は法務省発行の承認通知書記載の氏名に旧字・異体字・

俗字・略字等のいわゆる外字を使用している場合は，下記のとおり取り扱いますので御了

解ください。

なお，外字の使用を希望する場合は，当連合会審査第一課までお申し出ください。

記

１ 「会員名簿」，「自由と正義」，日弁連及び委員会が発行する印刷物，会員宛通知，日弁

連ホームページ並びに身分証明書における氏名表記は，ＪＩＳ規格（ＪＩＳ２００４）

で定められた第一水準，第二水準（正字）に変換した文字による。

２ 日弁連が発行する登録等証明書における氏名表記は，弁護士の場合は戸籍又は外国人

住民に係る住民票，外国法事務弁護士の場合は法務省発行の承認通知書記載の文字によ

る。

○お問い合わせ先○ 

                   日本弁護士連合会 審査部審査第一課 
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